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 〈作品〉 Training Day -Far East Suit- / Stealth Circle /Untitled(Green) 
 〈演奏〉  
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大森記詩は自身の幼少からの記憶を掘り起こし、現在の感性を作り上げている要素を探ることが今の
そしてこれからの作品制作に重要なことであると考え博士課程の3年間の題目としてきた。 
 論文題目は「架空の断片―プラスチックから着想した彫刻表現―」とした。プラスチックの歴史的な
考察や彼の興味の対象であったプラモデルの世界の精細な記述などは、大森の思考の形成過程が伺える
論文の重要な論点といえる。プラモデルから始まった一連の制作過程や制作方法は、プラスチック、樹
脂、金属、など多種多様な素材を使用することで展開していく大森の制作思考を支える重要な要素とな
っている。いかにすれば材料や素材に作品を語らせることができるかは難しい課題ではあるが、大森の
思考や制作方法はこの問題を解決する道筋を探ってきたといえる。論文においては地道な考証を積み重
ね記述を進めており、その論文評価は非常に優れたものとなった。 
 一方幼少期の美術作品との遭遇が、いかに彼の美術家としての将来に大きな影響を知らず知らずのう
ちに与えていたかとの考察は、大森記詩の作品を理解する上での重要な要素である。その原点とも思え
る出会いから様々な事柄を考察し、制作に至る過程や作品を制作する上での方法など独自の感性で制作
を進めてきた。それらは制作上の実際の材料や現代の美術での表現方法としての素材の選択、また技術
的な問題を詳細に突き詰めることによって、そこから現代の社会の問題点や社会と美術表現との関係性
を考察することへと展開していく。言葉をかえれば素材の持つ魅力や特性が美術の表現においてどのよ
うな可能性があるかを解き明かすかを考察したともいえる。また素材の考察はさらに素材表面への考察
へと進み、そこにあらわされる表面に施される記号や標識などから作品制作の新たな展開へと発展して
いく。博士展で発表した３作品はこの彼の進んできた過程を如実に示しており、この博士課程で制作考
察した事柄は彼のこれからの制作の方向性を指し示していく重要な道程である。 
以上の観点から作品、論文共に博士課程での十分な成果を上げたと判断し、ここに合格の評価を与え
るものである。 
 
